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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　３月　１８日　（木）
司会者　藤原　百合子　　記録　川守田　弘子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
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	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	　準夜
	CD留守
	準夜
	公休
	公休
	CD留守
	○

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
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	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	公休
	○
	深夜
	○
	○
	○
	深夜
	公休

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	公休
	CD留守
	　公休
	○
	　

準夜
	　A留守
	公休
	　　○
	深夜

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	公休
	　　

○
	業務
	○
	業務
	業務


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 外のゴミ箱について～外のゴミ箱がいっぱいになり、ふたがしっかり閉まらないときは、

「消火栓ポンプ室」という扉を開けて中に入れておいてください

とのことです。カラスや猫がいたずらをするからとのことです。

· 東病棟より、１４時に川井　ツセ様が南Ａユニット１２３号室に転入予定となっています。

· カルテチェックについて～次回は、１、２月分のみのチェックではなく、挟んであるも

のに不備は無いが、全部チェックするようにしましょう。

・小向ＳＧＭより～昨日、来年度の事業計画のヒアリングを行なっています。

　　　　　　　　　来年度は、診療報酬の改定があり、初期の入院の基本料が引き上げとなり、日数が９０日から６０日へ変更となります。その為、６０日以降の診療報酬の減額幅が大きくなることとなります。

　　　　　　　　　来年度の目標

1、 早期退院

入院日数を長引かせない為にも、御家族への指導、ご家族への関わり方が重要となってきます。早期の退院に向けての介護認定や施設入所の促しなどの退院支援をしていく必要があります。今後、書式の作成し、それを使用して退院支援を行なっていきます。

2、 認知症ケア

看護基準、ユニットケア基準はありますが、認知症の症状や行動に対するケア基準はないため、スタッフの対応を統一させる為、基準を作成していきます。又、高齢者とはどういうものであるか、それに伴い、ターミナルの際や緊急の際は、どこまでの治療を望んでいるのかを事前に確認していくなど、御家族へ高齢者、認知症について理解していただけるよう、働きかけていく事も大切となります。

　　　　　　　　　又、これらのことは、来年度から始めるのではなく、今年度から、退院に向けて支援していく必要があります。

＜患者様連絡事項＞

· 中川原　きよ様～３月２９日（月）１１：００～　北村皮膚科受診予定となっています。

　　　　　　　　　　スタッフ１名付き添い希望です。タクシーでいきます。

　　　　　　　　　　又、昨日、入院費の滞納金を全額返済しています。

· 木ノ下　ツヨ様～診察にて右下肢の掻痒感の訴えあり、ザーネ軟膏　３０ｇ処方となっ

ています。本人様、訴え時などに塗ってあげてください。

· 和田　敦子様～診察時、陰部が痛いと話し、１７日より、

ロキソニン（６０）１T　１×ｖｄｓ　３日分処方となっています。

陰部の状態や排尿の状態を確認していきましょう。

· 向山　忠義様～診察時、空腹感の訴えあり、

　　　　　　　　　18日より、メイバランス1.5　３本（１－１－１）へ変更となっています。エンシュアリキッドは変更ありません。

· 久保　清蔵様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　　　テグレトール（抗てんかん剤）（１００）３T　３×ｎｄE

　　　　　　　　　ロドピン（精神神経用剤）（２５）２Ｔ　　　　２×朝、夕食後

　　　　　　　　　センナリド　（下剤）３Ｔ　　　　　　　　　　　　　１×ｖｄｓ　　　

７日分処方となっています。

　　　　　　　　　又、御家族様より、車椅子を注文した為、届き次第もってくるとのこ

とです。

· 高森　清八様～昨日、八戸赤十字病院へ骨折の手術の為に入院となった為、当院退院と

なりました。荷物は、介護訓練室へ保管してあります。本日、御家族

様が荷物の一部（カバーのオムツ、尿とり、衣類など）を取りに来ら

れています。また、２、３日中に来られるとのことでしたので、来た

ら、必要な物を渡して下さい。

· 峰田　満男様～南山苑への情報提供書を主治医へ書いていただいています。

　　　　　　　　　近日中に、南山苑へ入所予定となっています。

　

· 田中　豊三様～本日、昼頃に嘔吐３回、下痢便１回あり、活気の無さあり。主治医へ報

　　　　　　　　　告し、１時間ごとのバイタル測定の指示あり。身体状態に注意してい

きましょう。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 木ノ下　ツヨ様～昨日のような易怒性はないものの、やや多弁な様子、他者への干渉も　　

見られています。又、特定の患者様と物のやり取りをしている様子

も見られています。精神症状の変化に注意していきましょう

· 宮下　フミ様～現在、南寿の里へ申し込み中です。現在、検討中であり、結果が出るま

でに時間がかかる事も予想される為、一旦、自宅への退院もすすめて

いきましょう。

· 市橋　ひで様～現在、入院費は不定期ですが、長男様と娘様が交互に支払いに来られて

います。しかし、介護保険書の介護度の確認ができていません。次回、

洗濯物を取りに来られた際に、確認し、コピーを取るようにして下さ

い。

＜事故報告書の振り返り＞

　昨日、市橋ひで様が入浴の際、衣類を着る際に、本人様をスタッフが後ろから支えて立たせてズボンを履かせています。車椅子へ座らせた際に、左眉に２ｃｍ程の裂傷あり、出血しているのを発見しています。

原因として

· 立たせてズボンを履かせたこと

· １人でおこなっていたこと

· 後ろから介入していたこと　など。

今後の対策

最近、後ろから介入していることが多く見られていますが、後ろから介入されることによる恐怖心をあたえてしまうこともあります。スタッフ側の介助のしやすさだけでなく、その方法で、介助されてどう感じるかと考えて行なうことが大切です。







